




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































に数多くのネーデ ラ ト絵画を購入 王室コレクションを拡張したのである。
ヘーゲルの一節は、
《メロンとブドウを食べる少年たち》
が、アントウェルペンという都市を経由して多数のオランダ絵画とともに購入されてミュンヘンに辿り着いた いう、絵画の流通過程を踏まえてはじめて十分に理解できるも であり このように、美術作品が流通の過程でその性格を変化させるという現象は、すでに
触れ
たように、フラ ス革命の後に 王侯や教会の財産であった作品が共和国の国民の財産とし 展示されたときに、大規模に生じたことである。　
ランシエールの議論を踏まえると、過去の芸術作品のうちに、それを生み出した民族の自由を見出すという点でヘーゲルとヴィンケル




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































構想とは生成する客観の主観的な萌芽である。完全な構想は、全く主観的であると同時に全く客観的で、不可分の生きた個体でなければならないだろう。根源に即していえば、全く主観的であり 独創的であり、まさにこの精神においてのみ 能でなければならないだろう。しかし特性に即していえば、全く客観的であり、物理的かつ精神 に必然でなければならな だろう。構想は、未来か の断片と呼べるだろうが、構想への感覚は、過去からの断片への感覚と、方向という点 異なるだけである。構想への感覚の場合、方向は前
進的であるが、断片への感覚の場合、方向は後退的である。本質的なことは、対象を直接的に理想化するととも

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の段階において、ランシエー ヘーゲルを通 てロマン主義を解釈し、それゆえに、ロマン主義はヘーゲルの美学のうちに「止揚」されたものとみなし いるからに他ならない。四、結論　
以上のようなランシエールの議論については、彼のドイツ・ロマン主義に対する理解がヘーゲルを通したものであるために、ロマン主



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































isthesis : Scènes du régim
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「ロマン的文学は、表現されたものによく没頭することができるので、どんな種類であれ詩的な個体を特性描写することが、ロマン的文学の一にして全であるかのように思われるかもしれない。しかし著者の精神 完全に表現することに これほど適 た形式は未だ存在しないので、少なからぬ芸術家は、小説も一つ書いてみようと思っただけであったが、偶然自己自身を表現したのである。ロマン的文学だけが叙事詩のように周囲の全世界の鏡、時代の像となることができる。しかしロマン的文学は、表現するものと表現されるもの 中間で、実在的 関心からも観念的な関心からも自由に、詩的反射の翼にのって中間を漂い、この反射を何度も累乗し、鏡 無限の系列の中にあるかのよう 多数化することもまた最もよくできる」 （
O




























































































Jacques Rancière and German Romanticism:
Linking Two “Scenes” from “Aesthetic Regime of Art”
 HitoshiTanaka
　　In this paper, I discussworks by JaquesRancière (Mute Speech (1998),The 
Distribution of the Sensible (2000), andAisthesis (2011)), andanalyze the relationship

















viewpoint.According toRancière,Hegel transforms theattempts of romanticists to
developromanticpoetryintoatheoryofHomericepicpoetry,whichunitedindividuality
andcollectivitybutwasirrecoverablylost.
　　Ranciére’sdescriptionof the characteristics ofGermanromanticism is certainly
biased,beingoverlyfocusedonHegel’scriticismofit.However,itisanoriginalapproach
forRancièretofindinJeanPaul,acontemporaryofGermanromanticists,anautodidact
whodestabilizesahierarchyintheliteraryworld.
?
?
